
そ
の
世
界
に
浸
り
た
い

養
老
孟
司

　
大
学
生
の
頃
、
中
島
敦
を
読
ん
で
い
る
の
は
、
少
し
ヘ
ソ

曲
が
り
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
ほ
か
に
読
む
本
が
た
く

さ
ん
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
本
に
比
べ
た
ら
マ
イ
ナ
ー
な
感
じ

が
し
た
の
だ
と
思
う
。

　
い
ま
で
は
私
の
考
え
は
違
う
。
現
代
の
基
準
で
は
夭
折
し

た
作
家
な
の
で
、
作
品
の
絶
対
量
が
ど
う
し
て
も
少
な
い
。

だ
か
ら
マ
イ
ナ
ー
に
見
え
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。
日
本
語
と
し

て
は
、
本
当
に
格
調
の
高
い
文
章
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
品
の

い
い
も
の
を
書
く
人
が
、
現
代
に
ど
れ
だ
け
い
る
か
。
そ
う

書
く
と
、
年
寄
り
の
愚
痴
に
な
る
か
。

　
好
き
嫌
い
は
私
の
勝
手
だ
か
ら
、
他
人
に
押
し
つ
け
る
気

は
な
い
。
そ
れ
で
も
個
人
の
好
み
か
ら
す
れ
ば
、
中
島
敦
は

好
き
な
作
家
の
一
人
で
あ
る
。
と
き
ど
き
こ
う
い
う
小
説
が

読
み
た
い
と
思
う
。
要
は
そ
の
世
界
に
浸
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
な
の
で
あ
る
。

二
十
一
世
紀
へ
の
問
い

陳
舜
臣

　
中
島
敦
は
日
本
が
戦
争
に
よ
る
文
学
空
白
の
時
代
を
呈
し

た
こ
ろ
、
突
如
、
ふ
し
ぎ
な
光
を
放
ち
、
そ
し
て
去
っ
た
星

で
あ
る
。

　
『
李
陵
』
は
彼
の
遺
稿
で
あ
る
が
、
じ
つ
は
彼
は
耶
律
楚

材
を
主
人
公
に
小
説
を
書
く
計
画
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
友

人
に
語
っ
て
い
る
。
漢
学
者
の
家
系
で
あ
る
中
島
家
に
は
、

楚
材
の
文
集
で
あ
る
『
湛
然
居
士
文
集
』
十
四
巻
が
あ
り
、

中
島
敦
は
途
中
ま
で
朱
を
入
れ
て
い
た
。
楚
材
は
遼
の
皇
族

の
契
丹
人
で
あ
り
、
彼
の
父
は
遼
を
亡
ぼ
し
た
金
に
仕
え
、

楚
材
は
そ
の
金
を
亡
ぼ
し
た
モ
ン
ゴ
ル
に
仕
え
た
。
し
か
も

彼
は
母
国
語
で
あ
る
契
丹
語
を
話
せ
な
い
契
丹
人
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
生
ま
れ
な
が
ら
自
分
の
運
命
と
格
闘
し
た
男
を

と
り
あ
げ
よ
う
と
し
た
中
島
敦
の
心
中
に
な
に
が
あ
っ
た
の

か
、
私
は
彼
の
作
品
に
接
す
る
た
び
に
考
え
る
。
中
島
敦
は

戦
中
に
病
没
し
た
が
、
彼
が
問
い
か
け
た
か
っ
た
の
は
、
二

十
一
世
紀
の
今
日
的
な
問
題
で
あ
る
と
思
う
。

不
思
議
に
明
る
い
永
遠
の
光

池
澤
夏
樹

　
中
島
敦
の
文
学
に
は
時
代
の
刻
印
が
な
い
。
彼
の
世
界
は

不
思
議
に
明
る
い
永
遠
の
光
に
浸
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
彼

が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
人
を
永
遠
の
相
に
お
い
て
見
て
い
た

か
ら
で
は
な
い
か
。
い
か
な
る
時
代
に
置
か
れ
た
と
し
て
も

李
陵
は
あ
の
よ
う
に
戦
っ
た
だ
ろ
う
し
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン

は
あ
の
よ
う
に
死
ん
だ
だ
ろ
う
。
中
島
敦
は
時
代
が
染
め
る

表
面
の
色
や
模
様
を
無
視
し
て
、
人
の
本
然
を
こ
そ
見
よ
う

と
し
た
。

　
彼
の
書
い
た
も
の
が
古
び
な
い
の
は
そ
の
た
め
だ
。
同
時

代
の
作
家
た
ち
の
作
は
次
々
に
耐
用
年
数
を
終
え
て
消
え
て

い
っ
た
が
、
彼
は
古
典
と
な
っ
た
。
彼
自
身
そ
う
な
る
こ
と

を
う
す
う
す
知
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
は
古
典

を
書
く
の
だ
と
い
う
運
命
を
自
覚
し
な
い
か
ぎ
り
、
あ
ん
な

に
毅
然
た
る
生
き
か
た
は
で
き
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、
中
島
敦
は
後
の
世
に
生
ま
れ
る
あ
な
た
の
た

め
に
、
あ
の
端
正
な
作
品
群
を
書
い
た
。

無
限
の
余
韻

白
川
静

　
名
篇
「
山
月
記
」
や
「
李
陵
」
の
作
者
中
島
敦
に
つ
い

て
、
も
っ
と
深
く
知
り
た
い
と
思
っ
て
そ
の
全
集
を
求
め

た
の
は
、
私
が
「
説
文
新
義
」
を
稿
了
す
る
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
敦
の
伯
父
の
第
三
兄
中
島
竦
の
「
書
契
淵
源
」
は
、

五
帙
十
二
冊
、
全
文
漢
文
で
書
か
れ
、
著
名
な
中
国
書
肆

文
求
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
議
論
雋
鋭
、
当
時
わ
が
国
最

高
の
文
字
学
書
で
、
祖
父
撫
山
に
発
す
る
そ
の
家
学
の
、

深
蕪
な
る
を
思
わ
せ
た
。
次
兄
斗
南
の
才
藻
と
狂
狷
に
つ

い
て
は
、
「
斗
南
先
生
」
の
一
篇
に
活
写
さ
れ
て
い
る
。

　
敦
の
東
大
国
文
学
科
の
卒
業
論
文
に
は
、
自
然
主
義
文

学
以
後
の
耽
美
派
の
抬
頭
を
論
じ
、
そ
の
文
学
に
対
す
る

痛
烈
な
批
判
が
あ
り
、
敦
の
知
性
派
的
な
特
質
が
早
く
も

示
さ
れ
て
い
る
。
生
前
未
発
表
の
原
稿
に
は
翻
訳
や
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
・
思
想
に
関
す
る
論
考
も
多
く
、
そ
れ

ら
は
敦
が
稀
有
の
大
器
で
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
大

戦
の
混
乱
期
に
、
み
ご
と
な
光
芒
を
み
せ
た
敦
の
文
学
は
、

今
も
無
限
の
余
韻
を
残
し
て
い
る
。
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０
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◎
本
全
集
の
特
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十
五
年
ぶ
り
に
原
資
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編
集
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決
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版
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さ
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収
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発
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エ
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二
篇
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翻
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片
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新

た
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収
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前
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刊
行
の
も
の
に
つ
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、
原
文
に
あ
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抹
消
、
挿
入
、

併
記
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本
文
中
に
表
示

・
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要
な
も
の
に
つ
い
て
語
注
を
巻
末
に
掲
示

・
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読
の
漢
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編
者
に
よ
る
ル
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付
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５
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刊
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編
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英
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勝
又
浩
　

鷺
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川
村
湊
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不
思
議
な
光
芒
を
放
つ
珠
玉
の
名
篇
を
残
し
た
中
島
敦
│
│

あ
ら
ゆ
る
方
位
に
向
か
っ
て
開
か
れ
た
そ
の
可
能
性
の
す
べ
て
を
明
ら
か
に
す
る
！

筑
摩
書
房



明
治
四
十
二
年（
一
九
〇
九
）

五
月
五
日
、
東
京
市
四
谷
区
で
、
父
田
人
、
母
チ
ヨ

の
長
男
と
し
て
生
れ
る
。
父
は
漢
学
者
・
中
島
撫
山

の
第
七
子
で
、
漢
文
科
教
師
と
し
て
中
学
校
に
勤
務
。

明
治
四
十
三
年（
一
九
一
〇
）　
一
歳

二
月
、
父
母
離
婚
。
四
月
、
父
、
奈
良
へ
単
身
転
勤
。

明
治
四
十
四
年（
一
九
一一
）　
二
歳

六
月
、
祖
父
撫
山
中
島
慶
太
郎
死
去
。
八
月
、
埼
玉

県
久
喜
町
の
祖
母
た
ち
の
も
と
に
引
き
と
ら
れ
る
。

大
正
四
年（
一
九
一
五
）　
六
歳

三
月
、
前
年
二
月
紺
家
カ
ツ
と
再
婚
し
て
い
た
父
の

奈
良
県
郡
山
町
の
家
に
引
き
と
ら
れ
る
。

大
正
五
年（
一
九
一
六
）　
七
歳

四
月
、
奈
良
県
郡
山
男
子
尋
常
小
学
校
に
入
学
。

大
正
七
年（
一
九
一
八
）　
九
歳

七
月
、
静
岡
県
浜
松
西
尋
常
小
学
校
に
転
入
学
。

大
正
九
年（
一
九
二
〇
）　
十
一
歳

九
月
、
京
城
市
龍
山
効
率
尋
常
小
学
校
に
転
入
学
。

大
正
十
一
年（
一
九
二
二
）　
十
三
歳

四
月
、
朝
鮮
京
城
府
効
率
京
城
中
学
校
に
入
学
。

大
正
十
二
年（
一
九
二
三
）　
十
四
歳

三
月
、
妹
澄
子
生
れ
る
。
同
月
、
継
母
カ
ツ
死
去
。

父
、
翌
年
四
月
、
飯
尾
コ
ウ
と
再
々
婚
。

大
正
十
四
年（
一
九
二
五
）　
十
六
歳

十
月
、
父
の
大
連
第
二
中
学
校
転
勤
に
よ
り
、
伯
母

志
津
の
も
と
に
移
り
住
む
。

大
正
十
五
・
昭
和
元
年（
一
九
二
六
）　
十
七
歳

一
月
、
三
つ
子
の
弟
妹
、
敬
、
敏
、
睦
子
生
れ
る
。

四
月
、
第
一
高
等
学
校
文
科
甲
類
に
入
学
、
寄
宿
舎

に
入
る
。
八
月
、
弟
敬
死
去
。
十
月
、
弟
敏
死
去
。

昭
和
二
年（
一
九
二
七
）　
十
八
歳

四
月
、
氷
上
英
廣
を
知
る
。
十
一
月
、
「
校
友
会
雑

誌
」
に
「
下
田
の
女
」
を
発
表
。

昭
和
三
年（
一
九
二
八
）　
十
九
歳

四
月
、
寮
を
出
、
渋
谷
の
弁
護
士
宅
に
寄
寓
。
こ
の

こ
ろ
か
ら
喘
息
の
発
作
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

昭
和
四
年（
一
九
二
九
）　
二
十
歳

四
月
、
文
芸
部
委
員
と
な
り
、
「
校
友
会
雑
誌
」
の

編
集
に
加
わ
る
。
夏
、
芝
の
ア
パ
ー
ト
に
移
る
。
ア

キ
、
釘
本
久
春
、
氷
上
英
廣
ら
と
同
人
雑
誌
「
し
む

ぽ
し
お
ん
」
を
お
こ
す
が
、
一
度
も
執
筆
し
な
か
っ

た
。

昭
和
五
年（
一
九
三
〇
）　
二
十
一
歳

三
月
、
大
連
で
妹
睦
子
病
死
。
四
月
、
東
京
帝
国
大

学
文
学
部
国
文
学
科
に
入
学
。
六
月
、
伯
父
斗
南
中

島
端
死
去
。
こ
の
年
、
本
郷
区
西
片
町
の
下
宿
に
移

る
。

昭
和
六
年（
一
九
三
一
）　
二
十
二
歳

三
月
、
橋
本
タ
カ
と
初
め
て
会
う
。
十
月
、
父
が
大

連
か
ら
帰
国
、
市
外
駒
沢
町
に
父
母
と
共
に
住
む
。

昭
和
七
年（
一
九
三
二
）　
二
十
三
歳

春
、
橋
本
タ
カ
（
二
十
三
歳
）
と
の
結
婚
の
話
固
ま

る
。
八
月
、
南
満
州
、
中
国
北
部
を
旅
行
。
秋
、
朝

日
新
聞
社
の
入
社
試
験
を
受
け
、
身
体
検
査
で
不
合

格
。

昭
和
八
年（
一
九
三
三
）　
二
十
四
歳

三
月
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
文
学
科
を
卒
業
。

卒
業
論
文
は
「
耽
美
派
の
研
究
」
。
四
月
、
同
大
学

院
に
入
学
。
同
月
、
横
浜
高
等
女
学
校
教
諭
と
な
り
、

単
身
赴
任
し
、
横
浜
市
中
区
の
ア
パ
ー
ト
に
住
む
。

四
月
、
妻
の
郷
里
愛
知
県
碧
海
郡
で
長
男
桓
生
れ
る
。

九
月
「
斗
南
先
生
」
脱
稿
。

昭
和
九
年（
一
九
三
四
）　
二
十
五
歳

二
月
頃
、
「
虎
狩
」
を
脱
稿
、
「
中
央
公
論
」
の
懸

賞
募
集
で
選
外
佳
作
と
な
る
。
三
月
、
大
学
院
中
退
。

昭
和
十
年（
一
九
三
五
年
）　
二
十
六
歳

四
月
、
京
城
中
学
の
後
輩
、
三
好
四
郎
を
知
る
。
六

月
、
横
浜
に
借
家
し
て
、
初
め
て
妻
子
と
共
に
住
む
。

昭
和
十
一
年（
一
九
三
六
）　
　
二
十
七
歳

四
月
、
継
母
コ
ウ
死
去
。
六
月
、
初
め
て
深
田
久
彌

を
訪
ね
る
。
八
月
、
中
国
旅
行
。
こ
の
年
、
「
狼
疾

記
」
「
か
め
れ
お
ん
日
記
」
の
第
一
稿
が
で
き
上
る
。

昭
和
十
二
年（
一
九
三
七
）　
二
十
八
歳

一
月
、
長
女
正
子
生
れ
る
が
、
三
日
後
死
去
。
十
一

月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
多
く
の
「
歌
稿
」
成
る
。

昭
和
十
四
年（
一
九
三
九
）　
三
十
歳

一
月
、
「
悟
浄
歎
異
」
の
原
形
を
書
き
上
げ
る
。
こ

の
年
、
喘
息
の
発
作
が
激
し
く
な
る
。

昭
和
十
五
年（
一
九
四
〇
）　
三
十
一
歳

一
月
、
次
男
格
生
れ
る
。
六
月
、
伯
父
中
島
竦
死
去
。

昭
和
十
六
年（
一
九
四
一
）　
三
十
二
歳

二
月
、
転
地
療
養
と
文
学
へ
の
専
念
を
真
剣
に
考
え

始
め
る
。
三
月
、
女
学
校
を
休
職
。
六
月
、
南
洋
庁

に
就
職
。
書
き
上
げ
た
原
稿
「
ツ
シ
タ
ラ
の
死
」
な

ど
を
深
田
久
彌
に
託
す
。
七
月
、
植
民
地
用
の
教
科

書
を
作
る
た
め
の
準
備
、
調
査
に
赴
任
。
同
月
下
旬

か
ら
ア
ミ
ー
バ
赤
痢
に
よ
る
高
熱
と
下
痢
に
苦
し
む
。

八
月
下
旬
、
デ
ン
グ
熱
に
か
か
る
。
土
方
久
功
を
知

る
。
九
月
か
ら
、
近
隣
諸
島
の
公
学
校
を
巡
回
訪
問

出
張
。
十
一
月
か
ら
の
第
二
回
長
期
出
張
の
途
次
、

サ
イ
パ
ン
島
で
日
米
開
戦
の
報
を
聞
く
。
十
二
月
、

喘
息
発
作
を
繰
り
返
し
、
三
十
一
日
、
「
心
臓
性
喘

息
」
を
理
由
に
「
内
地
勤
務
」
希
望
を
提
出
。

昭
和
十
七
年（
一
九
四
二
）　
三
十
三
歳

一
月
、
パ
ラ
オ
本
島
一
周
の
出
張
。
「
山
月
記
」
「
文

字
禍
」
を
「
古
譚
」
と
題
し
て
「
文
學
界
」
二
月
号

に
発
表
。
二
月
、
ベ
リ
リ
ュ
ウ
島
、
ア
ン
ガ
ウ
ル
島

へ
出
張
。
三
月
、
東
京
出
張
の
許
可
が
出
て
出
立
、

世
田
谷
の
父
の
家
に
帰
っ
た
。
気
候
激
変
の
た
め
激

し
い
喘
息
と
気
管
支
カ
タ
ル
を
発
し
て
治
療
。
「
光

と
風
と
夢
」
を
「
文
學
界
」
五
月
号
に
発
表
、
芥
川

賞
候
補
と
な
る
。
六
月
、
「
弟
子
」
「
悟
浄
出
世
」

を
完
成
し
、
杉
森
久
芙
に
渡
す
。
「
盈
虚
」
「
牛
人
」

を
「
古
俗
」
と
題
し
て
「
政
界
往
来
」
七
月
号
に
発

表
。
七
月
、
『
光
と
風
と
夢
』
筑
摩
書
房
刊
。
九
月
、

南
洋
庁
を
退
職
。
十
月
頃
か
ら
喘
息
発
作
が
激
し
く

な
る
。
十
一
月
、
『
南
島
譚
』
今
日
の
問
題
社
刊
。

こ
の
頃
、
心
臓
の
衰
弱
が
激
し
く
、
入
院
。
「
名
人

伝
」
を
「
文
庫
」
十
二
月
号
に
発
表
。
十
二
月
四
日

午
前
六
時
死
去
、
多
磨
霊
園
に
葬
ら
れ
る
。
翌
年
、

エ
ッ
セ
イ
「
章
魚
木
の
下
で
」
が
「
新
創
作
」
一
月

号
に
、
「
弟
子
」
が
「
中
央
公
論
」
二
月
号
に
、
「
李

陵
」
が
「
文
學
界
」
七
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

全
巻
内
容

◎
第一巻

　
小
説

　
　
光
と
風
と
夢

古
譚

　
狐
憑

　
木
乃
伊

　
山
月
記

　
文
字
禍

斗
南
先
生

虎
狩

光
と
風
と
夢

　
　
南
島
譚

南
島
譚

　
幸
福

　
夫
婦

　
鶏

環
礁
│
│
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ヤ
巡
島
記
抄
│
│

　
寂
し
い
島

　
夾
竹
桃
の
家
の
女

　
ナ
ポ
レ
オ
ン

　
真
昼

　
マ
リ
ヤ
ン

　
風
物
抄

悟
淨
出
世

悟
淨
歎
異
│
│
沙
門
悟
浄
の
手
記
│
│

古
俗

　
盈
虚

　
牛
人

過
去
帳

　
か
め
れ
お
ん
日
記

　
狼
疾
記

　
　
没
後
発
表
作
品

名
人
伝

弟
子

李
陵

◎
第

二
巻

　
エ
ッ
セ
イ

鏡
花
氏
の
文
章

十
年

旅
の
手
帖
か
ら

章
魚
木

章
魚
木
の
下
で

　
習
作

下
田
の
女

あ
る
生
活

喧
嘩

蕨
・
竹
・
老
人

巡
査
の
居
る
風
景

Ｄ
市
七
月
叙
景
（
一
）

　
未
定
稿

北
方
行

プ
ウ
ル
の
傍
で

無
題

妖
氛
録

　
短
歌
・
歌
稿
・
そ
の
他

羌
笛

和
歌
で
な
い
歌

河
馬

M
iscellany

霧
・
ワ
ル
ツ
・
ぎ
ん
が
み

M
es V

irtuoses

（M
y V
irtuosi

）

朱
塔

小
笠
原
紀
行

漢
詩

訳
詩

　
雑
纂

文
芸
部
部
史

「
校
友
会
雑
誌
」
第
三
百
二
十
二
号
　
編

輯
後
記
よ
り

「
学
苑
」
第
五
号
　
編
輯
室
雑
記

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
か

「
学
苑
」
第
七
号
　
後
記

「
学
苑
」
第
八
号
　
編
輯
後
記

「
ゆ
か
り
の
梅
」
三
十
八
号
　
編
輯
後
記

お
国
自
慢

「
学
苑
」
第
十
二
号
　
後
記

「
ゆ
か
り
の
梅
」
四
十
号
　
編
輯
後
記

　
翻
訳
・
レ
ポ
ー
ト

パ
ス
カ
ル
（
オ
ル
ダ
ス
・ハ
ッ
ク
ス
レ
イ
）

ス
ピ
ノ
ザ
の
虫
（
オ
ル
ダ
ス
・ハ
ッ
ク
ス
リ
ィ
）

ク
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
家
の
人
々
（
オ
ル
ダ
ス
・ハ
ッ

ク
ス
レ
イ
）

罪
・
苦
痛
・
希
望
・
及
び
真
実
の
道
に
つ
い
て

の
考
察
（
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
）

新
古
今
集
と
藤
原
良
経

現
代
の
芸
術
に
就
い
て

　
草
稿
ほ
か

光
と
風
と
夢（
「
文
学
界
」
掲
載
短
縮
部
分
）

悟
淨
歎
異
（
草
稿
）

寂
し
い
島
（
草
稿
）

或
る
午
後
（
「
夾
竹
桃
の
家
の
女
」
草
稿
）

ナ
ポ
レ
オ
ン
（
草
稿
）

真
昼
（
草
稿
）

マ
リ
ヤ
ン
（
草
稿
）

風
物
抄
（
草
稿
）

名
人
伝
（
草
稿
）

子
路
（
「
弟
子
」
草
稿
）

章
魚
木
の
下
で
（
草
稿
）

◎
第

三
巻

　
卒
業
論
文

耽
美
派
の
研
究

　
ノ
ー
ト
・
断
片

創
作
ノ
ー
ト

ノ
ー
ト
第
一
　
第
十
二

断
片
一
　
四
十
九

　
手
帳
・
日
記

手
帳

　
昭
和
八
年

　
昭
和
十
一
年

　
昭
和
十
二
年

　
昭
和
十
三
年

　
昭
和
十
四
年

　
昭
和
十
五
年

　
昭
和
十
六
年

　
年
代
未
詳

　
御
台
所
当
座
帳

日
記

　
南
洋
の
日
記（
昭
和
十
六
年
九
月
十
日

│
昭
和
十
七
年
二
月
二
十
一
日
）

　
書
簡

　
大
正
十
五
年

　
昭
和
二
〜
三
年
頃

　
昭
和
六
年

　
昭
和
七
年

　
昭
和
八
年

　
昭
和
九
年

　
昭
和
十
年

　
昭
和
十
一
年

　
昭
和
十
二
年

　
昭
和
十
三
年

　
昭
和
十
四
年

　
昭
和
十
五
年

　
昭
和
十
六
年

　
昭
和
十
七
年

◎

別
巻

　
年
譜

　
同
時
代
評
・
評
論
・
研
究
・
回
想

　
来
簡

　
憮
山
関
係

三
十
三
年
間
の
生
涯

中
島
敦
全
集
│
│
刊
行
に
あ
た
っ
て
　
　
　
　
　
　
高
橋
英
夫

　
明
治
こ
の
か
た
、
散
文
韻
文
を
問
わ
ず
、
文
章
で
も
っ
て
人
の
心
を
揺
る
が
し
た
傑
物
・
奇
士
は

少
な
く
な
か
っ
た
が
、
中
島
敦
は
格
調
高
邁
、
声
を
出
し
て
朗
読
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
作
者
た
ち

の
上
位
を
常
に
占
め
て
き
た
。
と
は
い
え
、
そ
れ
は
声
高
に
遠
近
の
人
の
耳
を
襲
う
よ
う
な
も
の
で

は
な
く
、
ひ
と
り
静
か
に
低
唱
し
て
、
文
は
わ
が
内
に
在
り
、
と
秘
め
る
べ
き
文
学
だ
っ
た
。

　
今
の
世
、
伝
達
言
語
は
柔
媚
に
も
平
俗
な
規
格
に
押
し
こ
め
ら
れ
て
い
る
し
、
表
現
言
語
も
し
ば

し
ば
放
恣
無
残
に
堕
ち
か
け
て
い
る
。
そ
の
中
で
漢
文
脈
と
い
う
格
を
単
な
る
文
体
と
し
て
で
な

く
、
苛
烈
な
生
死
に
帰
し
た
人
間
の
志
操
の
形
と
し
て
刻
ん
だ
の
が
中
島
敦
で
あ
る
。
そ
の
文
学
は

わ
れ
わ
れ
の
眼
と
耳
に
、
ま
た
心
に
燦
々
と
映
り
、
凛
々
と
鳴
り
、
耿
々
と
届
く
。
僅
か
三
十
余
年

を
生
き
た
マ
イ
ナ
ー
・
ポ
エ
ッ
ト
は
、
マ
イ
ナ
ー
・
ポ
エ
ッ
ト
の
み
の
特
権
に
お
い
て
、
い
か
な
る

世
代
に
も
畏
敬
を
も
っ
て
読
み
継
が
れ
て
ゆ
く
こ
と
だ
ろ
う
。

表
紙
　
「
自
画
像
」
　
神
奈
川
近
代
文
学
館
所
蔵
／
原
稿
　
「
李
陵
」
下
書
き
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